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長崎大学大学院教育学研究科概要  
 

平成 20 年度から長崎大学大学院教育学研究科は、従来の学校教育専攻と教科教育専攻を廃止し、教

職実践専攻（4 コース）と教科実践専攻（4 コース・8 専修免許プログラム）という２専攻からなる研

究科として新しい一歩を踏み出した。教職実践専攻は教職大学院として認められており、修了すれば、

教職修士（専門職）の学位が与えられ、教科実践専攻の場合は修士（教育学）の学位が与えられる。 
 
１．教育学研究科の専攻、目的と教育方針 
 教職実践専攻は、「的確な子ども理解力」を起点とした現場力の育成を目指し、児童・生徒のニーズ

に的確に対応することができ、学校現場でリーダーとなれる教員及び学校の機能を向上させるマネジメ

ント能力を備えた教員の養成を目的とする。このために、教育の基本的な５領域（①教育課程の編成・

実施に関する領域、②教科等の実践的な指導方法に関する領域、③生徒指導、教育相談に関する領域、

④学校経営、学級経営に関する領域、⑤学校教育と教員の在り方に関する領域）に関する知識・技能を

獲得し、教育現場での実践を重ねることによる教育課題解決に向けた実践力の向上を図る教育課程を編

成している。 
 一方、教科実践専攻は、「授業力」を起点とした現場力と研究能力の育成により、研究能力を生かし

た授業改善等が行える教科指導のリーダーとなる教員の養成を目的とする。このために、教科の知識・

技能の習得と研究能力の育成を重視するとともに、教育現場での応用に力を入れた教科実践力の向上を

図る教育課程を編成している。 
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２．教育学研究科の専攻、コースの概要と入学定員 
○教職実践専攻 

専

攻 
コ  ー  ス 概     要 

入学 

定員 

教

職

実

践

専

攻 

子 ど も 理 解 ・ 特 別 支 援 

教 育 実 践 コ ー ス 

子どもたち一人ひとりの個性と教育的ニーズ

を的確に把握し、適切な指導と支援を行うこと

のできる高い専門知識と実践力を持ち、人格的

にも優れた教員の育成を行う。 

２０人 

（２人） 

学 校 運 営 ・ 授 業 実 践 

開 発 コ ー ス 

活力ある学級を作り、効果的な授業を実践でき

るとともに、円滑な学級経営・学校運営を行う

ことのできる高い能力を持ち、人格的にも優れ

たスクールリーダーの育成を行う。 

理 科 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 

教 育 実 践 コ ー ス 

児童生徒に対する深い理解や自然環境と科学

技術に対する確かな理解に基づき、ICT 等を効

果的に活用した理科授業を行うことができる

高い実践能力を持つ教員の育成を行う。（ICT：

Information and Communication Technology

の略であり、情報通信技術あるいは情報コミュ

ニケーション技術を意味する。） 

国 際 理 解 ・ 英 語 教 育 

実 践 コ ー ス 

日本社会の国際化に伴い、英語教育の重要性は

増している。そのため、英語に関する幅広い知

識と高度な運用能力を養うと同時に、国際理解

を視野に入れた英語教育の実践力を備えた教

員を育成する。 

（注）１．（ ）内は、外国人留学生の入学定員で内数である。 
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○ 教科実践専攻 

専

攻 
コ ー ス 

専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 
概     要 

入学 

定員 

教

科

実

践

専

攻 

言語文化と社会の 

教 育 コ ー ス 

国 語 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

国語あるいは社会の専攻分野に関する専門性

を究めると同時に、人文・社会科学教育分野の

専門研究を活かした実践的教育を通して、幅広

い知識と応用力で言語文化と社会に関わる文

化的資料を活用できる実践能力を培い、人格的

にも優れた教育者となるための研究・教育を行

う。 

１８人 

（２人） 

社 会 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

数理の教育コース 
数 学 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

数学に関する専門的知識とその活用能力を養

うと同時に、自然界にひそむ数理の楽しさを理

解できるように教育し、これらをベースに数学

の高度な教育実践力を持った教員を育成する。 

生 活 と 身 体 の 

教 育 コ ー ス 

技 術 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

われわれが健康で豊かな人生を送るための基

盤となる「身体」・「生活」・「ものづくり」・「環

境」など、体育学・家政学・テクノロジーにか

かわりのある分野を対象とした専門的、かつ総

合的・実践的な研究を行うとともに、それぞれ

の研究分野の特徴を生かした学際的な教育を

行うことにより、広い視野から人間の真の幸福

について考え、行動することが出来る高い実践

能力を持った教員を育成する。 

家 庭 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

保健体育専修免許 

プ ロ グ ラ ム 

芸術と文化活動の 

教 育 コ ー ス 

音 楽 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

文化活動としての芸術の意義や、人間の営みの

一つである芸術活動の意味の理解を深めると

ともに、音楽や美術に関する知識と表現力の向

上を図る。それによって、芸術教科の高度な指

導実践力を備え、その能力を社会のさまざまな

場面で活用できる教員を育成する。 

美 術 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

（注）１．（ ）内は、外国人留学生の入学定員で内数である。 
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３．教科実践専攻の専修免許プログラムの概要 

専

攻 
コ ー ス 

専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 
概     要 

教

科

実

践

専

攻 

言語文化と社会の 

教 育 コ ー ス 

国 語 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、従来の国語教

育専攻の内容を引き継ぎ、国語教育に関する研究を行って修士論

文を作成することを通して、高い実践能力を持った教員の育成を

目指している。 

社 会 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、従来の社会科

教育専攻の内容を引き継ぎ、社会科教育に関する研究を行って修

士論文を作成することを通して、高い実践能力を持った教員の育

成を目指している。 

数理の教育コース 
数 学 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、従来の数学教

育専攻の内容を引き継ぎ、数学教育に関する研究を行って修士論

文を作成することを通して、高い実践能力を持った教員の育成を

目指している。 

生 活 と 身 体 の 

教 育 コ ー ス 

技 術 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、高い実践能力

を持った教員の育成を目指している。材料と加工学、機械工学、

電気・電子工学、環境工学、情報工学及び技術科教育の研究を基

に、その専門的知識及び研究方法論を応用しながら、現代社会に

おける生活と環境の相互作用を視野にいれて、技術科教育学の理

論と実践について総合的に高度な教育研究を行う。 

家 庭 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、高い実践能力

を持った教員の育成を目指している。家庭経営学、食物学、被服

学、保育学、住居学及び家庭科教育の研究を基に、その専門的知

識及び研究方法論を応用しながら、現代社会における生活と環境

の相互作用を視野にいれて、家政教育学の理論と実践について総

合的に高度な教育研究を行う。 

保健体育専修免許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムでは、高い実践力を持った教員の育成を目指し、体

育学・運動学・学校保健学・保健体育科教育学など、保健体育に

関する理論と実践について高度な教育研究を行う。 

芸術と文化活動の 

教 育 コ ー ス 

音 楽 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、従来の音楽教

育専攻の内容を引き継ぎ、音楽教育に関する研究を行って修士論

文を作成することを通して、高い実践能力を持った教員の育成を

目指している。 

美 術 専 修 免 許 

プ ロ グ ラ ム 

本プログラムはコースの理念を達成するとともに、従来の美術教

育専攻の内容を引き継ぎ、美術教育に関する研究を行って修士論

文を作成することを通して、高い実践能力を持った教員の育成を

目指している。 
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４．教育学研究科の教育・特色 
（１）現職教員等の受け入れ体制 
 本研究科は、２年の修業年限(２年プログラム)を標準とするが、この他に、１年プログラム及び３年

プログラムを開設する。１年プログラムは、次に示す要件を満たす現職教員に対して適用し、標準修業

年限を１年とする。 

  ◎ 教職実践専攻 
① 正規職員としての教職経験が１０年以上ある者、又は、同等の教育実践経験がある者 
② 教育職員免許状（一種）を有する者  
③ 教育実習１０単位のうち、６単位を免除される者 
④ １年次前期において優秀な成績を残すことができ、後期に履修上の制限を超えて、修了要件

単位を修得できると判断できる者 

◎ 教科実践専攻 
① 正規職員としての教職経験が１０年以上ある者、又は、同等の教育実践経験がある者 
② 履修する分野に関する研究成果を公表している者 
③ 大学院受験時に明確な研究テーマを持ち、研究を進めている者 

なお、それぞれ各項目に該当するかどうかの判定は、本研究科と長崎県教育委員会等で構成する判定

委員会で行う。 
１年プログラムが適用される場合には、入学選抜方法に特別の配慮を加える。 
２年プログラム（標準修業年限２年の履修課程）の現職教員等については、修学上の便宜を図るため

大学院設置基準第１４条に定める教育方法を適用する。 
 
 
（２）構成及びカリキュラム 

 ① 本研究科は、教職実践専攻及び教科実践専攻の２専攻で構成する。 

教職実践専攻には、学校現場でリーダーとなれる教員及び学校の機能を向上させるマネジメン

ト能力を備えた教員の養成をするために、子ども理解・特別支援教育コース、学校運営・授業実

践開発コース、理科・ICT 教育実践コース、国際理解・英語教育実践コースの４コースを置く。

本専攻では、理論と実践の融合を図り、 

 現場力（実践力）＝ 的確な子ども理解力 ＋ 授業力 ＋ コミュニケーション力 

の形成を図る。 

教科実践専攻には、「授業力」を起点とした現場力と研究能力の育成により、研究能力を生か

した授業改善等が行える教科指導のリーダーとなる教員の養成をするために、言語文化と社会の

教育コース(国語専修免許プログラム、社会専修免許プログラム)、数理の教育コース(数学専修

免許プログラム)、生活と身体の教育コース(技術専修免許プログラム、家庭専修免許プログラム、

保健体育専修免許プログラム)、芸術と文化活動の教育コース(音楽専修免許プログラム、美術専修

免許プログラム)の４コースを置く。 
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② 教科実践専攻の各専修免許プログラムの実践的研究能力育成のための必修科目として「実践授

業研究」を置く。大学、附属学校園及び附属教育実践総合センターの協力体制により、学生は附

属学校園で各専修免許プログラム領域の授業を一定期間（例えば、一単元分）実践する。この授

業を目標の達成度や園児・児童・生徒及び教師の活動などの観点から分析・評価するとともに、

今後の改善点を追及することにより、研究科の学生及び附属学校園の教員の、教師としての資質

の向上を図り、ひいては地域の教育の発展に寄与する。 

    なお、この授業に当たっては、附属学校園、附属教育実践総合センター、その他の施設・設備

を大いに活用する。 
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５．履修基準、修士論文及び学位 
（１）履修基準 
  研究科修了に必要な単位数は次表のとおりとする。 

専攻名 

授業科目 
教職実践専攻 教科実践専攻 

専攻共通科目 ２０ ６ 

コース科目 １５  

教育実習 １０  

コース共通科目  

２４ プログラム共通科目  

専修免許科目  

計 ４５ ３０ 

 
 (注) １．教職実践専攻においては、教育実習は１０単位を履修するものとする。 
     ◎ 学部卒学生は、共通科目（実習科目）のⅠから６単位必修、各コースの学校教育実践実

習Ⅰ・Ⅱ（各２単位）を履修するものとする。 
◎ 現職教員は、共通科目（実習科目）のⅡを６単位、各コースの学校教育実践実習Ⅰ・Ⅱ

（各２単位）を履修するものとする。ただし、６単位を上限として、履修を免除されるこ

とがある。 
 

（２）修了認定 
① 教職実践専攻の修了認定の条件は次のとおりとする。 

１．所定の期間在学すること。 
２．所定の達成基準を満たし、４５単位（１年プログラムの学生においては、履修を免除さ

れた単位数を含む。）以上を修得すること。 
３．実践研究報告書の審査及び最終試験に合格すること。 
４．教育職員専修免許状の取得に必要な所定の単位数（３年プログラムの学生においては、

一種免許状取得のための単位数を含む。）を修得すること。 
② 教科実践専攻の修了認定の条件は次のとおりとする。 

１．所定の期間在学すること。 
２．所定の達成基準を満たし、３０単位以上を修得すること。 
３．修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

 
（３）学位 
   教職実践専攻を修了した者には、教職修士（専門職）の学位を授与する。 
   教科実践専攻を修了した者には、修士（教育学）の学位を授与する。 
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教職実践専攻・共通科目 

科目区分 授 業 科 目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

教 職 に 関 す る 科 目 学習指導要領と教育課程Ⅰ ２   

 

学習指導要領と教育課程Ⅱ    ２ 

教育課程の編成・学習指導案作成実習Ⅰ   ２ 

教育課程の編成・学習指導案作成実習Ⅱ   ２ 

教科の指導と評価Ⅰ ２   

教科の指導と評価Ⅱ   ２ 

児童生徒の理解と指導Ⅰ ２   

児童生徒の理解と指導Ⅱ   ２ 

生活指導・教育相談実習Ⅰ   ２ 

生活指導・教育相談実習Ⅱ   ２ 

教育相談の理論と実際Ⅰ ２   

教育相談の理論と実際Ⅱ   ２ 

教育の方法と評価Ⅰ ２   

教育の方法と評価Ⅱ   ２ 

複式学級の教育と実際 ２   

情報教育の研究と実際Ⅰ ２   

情報教育の研究と実際Ⅱ   ２ 

学校の経営の実際 ２   

学校の危機管理 ２   

学校経営・学級経営実習Ⅰ   ２ 

学校経営・学級経営実習Ⅱ   ２ 

教員の資質と職務Ⅰ ２   

教員の資質と職務Ⅱ   ２ 
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子ども理解・特別支援教育実践コース 

科目区分 授 業 科 目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

教 職 に 関 す る 科 目 生徒指導・キャリア教育の方法Ⅰ   ２ 

 

生徒指導・キャリア教育の方法Ⅱ   ２ 

学校カウンセリングの実践法Ⅰ   ２ 

学校カウンセリングの実践法Ⅱ   ２ 

発達と学習の過程Ⅰ   ２ 

発達と学習の過程Ⅱ   ２ 

健康教育の理論と実践Ⅰ   ２ 

健康教育の理論と実践Ⅱ   ２ 

学級集団づくり・ソーシャルスキル教育の指導法Ⅰ   ２ 

学級集団づくり・ソーシャルスキル教育の指導法Ⅱ   ２ 

学校教育実践実習Ⅰ ２   

学校教育実践実習Ⅱ ２   

特 別 支 援 教 育 に 

関 す る 科 目 

特別支援教育の基礎理論   ２ 

特別支援教育のシステム論   ２ 

特別支援教育の心理学   ２ 

発達障害児の理解と支援Ⅰ   １ 

発達障害児の理解と支援Ⅱ   １ 

特別支援アセスメント事例研究（基礎実習・発展実習）   ２ 

特別支援教育の生理・病理学   ２ 

肢体不自由児の理解と支援   ２ 

病弱児の理解と支援   ２ 

重度重複障害児の理解と支援   ２ 

特別支援教育の教育課程・授業論   ２ 

特別支援学校・学級経営論   ２ 

特別支援教育コーディネーター論   ２ 
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学校運営・授業実践開発コース 

科目区分 授 業 科 目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

教 職 に 関 す る 科 目 カリキュラムの理論と実践Ⅰ  ２ 

 

カリキュラムの理論と実践Ⅱ  ２ 

地域の特徴と教育の実際Ⅰ  ２ 

地域の特徴と教育の実際Ⅱ  ２ 

総合的な学習の編成と実践Ⅰ  ２ 

総合的な学習の編成と実践Ⅱ  ２ 

授業研究の理論と実践Ⅰ  ２ 

授業研究の理論と実践Ⅱ  ２ 

道徳教育の理論と実際Ⅰ  ２ 

道徳教育の理論と実際Ⅱ  ２ 

人権教育の理論と実際Ⅰ  ２ 

人権教育の理論と実際Ⅱ  ２ 

幼小をつなぐカリキュラム開発と実践Ⅰ  ２ 

幼小をつなぐカリキュラム開発と実践Ⅱ  ２ 

教育評価の方法研究Ⅰ  ２ 

教育評価の方法研究Ⅱ  ２ 

学級経営の理論と実際Ⅰ  ２ 

学級経営の理論と実際Ⅱ  ２ 

学校教育実践実習Ⅰ ２  

学校教育実践実習Ⅱ ２  

 

 


